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来しながら、逆に「反射J3) する形で、当の非決定性の内実を「鏡 miroirがなすごとく J(MM 172)測
り、示唆し、描き、表現し、象徴化し (mesurer，suggerer， dessiner， exprimer， symboliser…)つつ露わに



















3) ret1echir， ret1exion， ret1ecteur. cf. MM186， 187， 197，204，205，212. 


































ころの、安定し stable固定化した対象J(MMI98)、「安定し、すべてのひとに共通の経験 experiencestable， commune a 




もあるJ1. Lachelier， Dufondementdel'induction， 1871/ Fayard， 1992. p.48. cf. Coursdelogique (1866-1867) ，Editions 
Universitaires， 1990， p.124 et sqq.カシト: [客観的妥当性と必然、的普遍妥当性とは交換概念てふあるJ1. Kant， Prolegomena， 
919.)。
このタイプの議論の有効性と限界はそのまま『物質と記憶jのそれであることに注意すべきである。




























(1) その時々に現前している当のものである(< Me voici donc en pr白enced'images.・>) υ
(1)それら相互の間で、恒常的な法則に従って作用しあっている(<<…selondes lois constantes， que j'appelle les lois 



































































































































































種の経験 experienced'un tout autre ordreJ (MM227) を積極的に構成するものなのだ、と。一定の受動
性においておそらくは学ばれてきたという自らの歴史はそこでは消えうせる。「我々の過去の生とは











のとして、 E.Le Roy， "Sur quelques objections adressees a lanouvelle philosophie" (1-2) ，in Revue de metaphysique et de 































15) I私の現在 monpresentとは、本質からいって、感覚ー運動的なものなのだJ(MM281) 
16 )もちろん一つの本質的な問いがここでは残されたままだ。すなわち、その私の能力はそもそもどこから生じるのか、
と。ここではあらゆる考察を省略し、次のように答えておくことしかできないーーイ持続からである」と。








覚ー運動系の所有する時間的幅でもある 18)0 r具体的な現在J(MM 280 ， 291 )、それはもはや「未来を浸
食していく過去の捉えがたい insaisissable進行J(MM 291 )、「既に存在しない直接的過去といまだ存在
しない直接的未来との聞の逃げ去っていく fuyante境界J(ES 917幽 918)といったものではない。今や
「生成jのうちに、「私の現在jという、眼前に捉えられた存在相(present = prae-esse )、行為への手が
かり(maintenant = main-tenir )が生まれようとしている。こうして「生成 devenirJは「使用可能な事







































































































21) I我々が形態や音を再構成する導きとなるものは、何よりも意味 sensであるのでなければならないJ(ES944) 
???
りがある。その限りで、ここにあるのは構成済みの知覚から参照されるべき諸記憶へ向かう 4方向的












(MM261)、「我々は、自分で parnotre propre compte計算を再び行う refaireことなしにある計算を辿っ
ていくことができるだろうか?ある問題の解を理解するのに、その問題を自分で anotre tour解く以外
の仕方があろうか?J (ES943)、「我々が読んだり聞いたりする文章が我々にとって完全な意味を持つ

















22) r我々の判明な知覚はまさに一つの閉じた円環 cercleferme --そこでは精神へと差し向けられる知覚イマージュと、
空間へと投げ出される記憶イマージュとが互いの後を追うようになっている、そのような円環一一一にこそ比せられるj
(MM 249 )0 r我々の記憶力が外的対象に対面した位置で次第に緊張を高めながら対象へと諸記憶を投射していくのに
つれて、対象のほうでもそのいっそう深い諸部分を明かしてくるような、そうした回路J(MM261)。












notre personneJ (MM215)、すなわち「我々固有の基底 notreprop陀fondから引き出されてくる」もの、




































































































26 )記憶力 memoireが常にある仕方で「現前 presenteJしていることについては MM250，287-289も参照。記憶の総体の
「現前j性についてはMM2410
27 )純粋知覚と「反射jについては註3。注意的再認が「反射Jであることに関してはMM248-250。身体的な再認につい
てはそれは「反射 reflexeJとして形容されはするが (MM231，239)、「物体 co中sJへの分節化が身体的能力の「鏡に
























































































































28) E..Le Roy， Laphilosophie nouvelle. Henri Bergson. Alcan，l914， p.19. 
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